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◆ ケベック全体 

西川葉澄（2006-2007）「モンレアルは晴天なり」『ふらんす』（白水社）2006 年 4 月号～2007 年 3 月号まで 

連載。 

小松祐子（2009）「今知りたいケベック『ケベックを知るための 54 章』」（書評）『ケベック研究』1 号、101-

104 頁。 

西川葉澄（2009）「『ケベックを知るための 54 章』」（書評）Cahier, 4 号、日本フランス語フランス文学会、

31-32 頁。 

小畑精和／竹中豊（2009）『ケベックを知るための 54 章』（共編著）明石書店。 

小畑精和（2009）日本カナダ学会編『はじめて出会うカナダ』（共編著）有斐閣。 

小畑精和（2009）「日本ケベック学会の設立」『ケベック研究』1 号、3-5 頁。 

Obata, Yoshikazu (2009) « Fondation de l’Association japonaise des études québécoises », Revue japonaise des Études 

québécoises, no 1, pp.6-8. 

竹中豊（2009）「＜地域研究＞の視点から」（設立記念シンポジウム：ケベックのおもしろさ―4 つの視点

から―）『ケベック研究』1 号、16-21 頁。  

竹中豊（2010）「ケベックにおける”拓かれたライシテ”」『ケベック研究』2 号、65-73 頁。 

小畑精和（2013）『カナダ文化万華鏡―『赤毛のアン』からシルク・ドゥ・ソレイユへ』明治大学出版会。 

小畑精和（2013）日本ケベック学会日ケ交流 40 周年記念事業編集委員会『遠くて近いケベック』（共編著）、

御茶ノ水書房。 

小倉和子（2013）「小畑精和著『カナダ文化万華鏡』」（書評）『ふらんす』8 月号、73 頁。 

佐々木菜緒（2013）「未来を語る―ケベック文学から知るケベックの活力」日本ケベック学会日ケ交流 40

周年記念事業編集委員会『遠くて近いケベック』御茶の水書房、277-278 頁。 

丹羽卓（2014）「竹中豊著『ケベックとカナダ』彩流社、2014 年」（書評）『ケベック研究』6 号、140-145 

頁。 

 

この書誌は、主として 2008 年の日本ケベック学会設立以来、本学会員によって発表されたケベッ

ク研究関連文献をまとめたものです。調査にご協力くださった方々に感謝いたします。 

この書誌情報が活用され、新たな研究が生まれることを願っています。 

AJEQ10 周年委員会 
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Tachibana, Hidehiro (2014) « Le Québec et sa créativité : entre le national et le transnational », Revue japonaise des 

Etudes québécoises, no. 6, pp. 68-72. 

立花英裕（2014）「小畑精和著『カナダ文化万華鏡―『赤毛のアン』からシルク・ド・ソレイユへ』明治大

学出版会、2013 年」（書評）『ケベック研究』6 号、135-139 頁。 

竹中豊（2014）『ケベックとカナダ―地域研究の愉しみ―』彩流社。 

伊達聖伸（2015）「ケベックの文化的アイデンティティと多文化共生の試み」上智大学アメリカ・カナダ研

究所編『北米研究入門』上智大学出版、119-142 頁。 

伊達聖伸（2015）「サバイバルの地ケベック―間文化主義という挑戦」『ふらんす』10 月号、14-15 頁。 

真田桂子（2015）「ケベック、北米に薫るフランス文化―交錯する言語ナショナリズムとコスモポリタニ

ズム」『季刊民族学』152 号、千里文化財団（国立民族学博物館協力）、46-56 頁。 

伊達聖伸（2016）フェルナン・デュモン『記憶の未来』（翻訳）白水社。 

小倉和子（2016）「趣旨と総括」（シンポジウム：間文化主義再考）『ケベック研究』8 号、97-100 頁。 

大石太郎（2017）「Léger, J.-M., Nantel, J., et Duhamel, P., Le code Québec : Les sept différences qui font de nous un 

peuple unique au monde, Les Éditions de l’homme, 2016」（書評）『ケベック研究』9 号、139-142 頁。 

大石太郎（2018）「ケベック―英語の大海に浮かぶフランス語の「島」―」矢ケ﨑典隆／菊地俊夫／丸山

浩明編『ローカリゼーション―地域へのこだわり―』朝倉書店、1-11 頁。 

 

◆ 地理・歴史 

小畑精和（2008）「ジャック・カルティエの『航海記』」、「シャンプランのケベック建設」、「百人会会社によ

る植民活動」、「フランス国王直轄地への転換」日本カナダ学会編『新版 史料が語るカナダ 1535-2007』

有斐閣、4-9 頁、12-13 頁。 

大石太郎（2008）「カナダの英語圏都市におけるフランス語系住民の社会的特性―ノヴァスコシア州ハリ

ファクスの事例―」『琉球大学法文学部人間科学科紀要 人間科学』21 号、165-182 頁。 

大石太郎（2009）「大西洋カナダ」日本カナダ学会編『はじめて出会うカナダ』有斐閣、218-227 頁。 

大石太郎（2011）「ケベック―カナダのなかの独自の社会―」『新地理』59 巻 3 号、18-24 頁。 

大石太郎（2013）「カナダの大都市圏におけるフランス語話者人口の分析―1971 年と 2011 年との比較―」

『国際学研究』（関西学院大学）21-31 頁。 

大石太郎（2013）「ケベック州」菅野峰明／久武哲也／正井泰夫編『世界地名大事典 第 7 巻 北アメリカ 

Ⅰ』朝倉書店、537-539 頁。（ほかに、ケベック州の地名 14 項目の執筆担当） 

大石太郎（2013）「モントリオール」菅野峰明／久武哲也／正井泰夫編『世界地名大事典 第 8 巻 北アメ  

リカⅡ』朝倉書店、1652-1654 頁。（ほかに、ケベック州の地名 6 項目の執筆担当） 

小松祐子（2015）「マルセル・マルテル著 「ケベックとフランコフォン少数派共同体との奇妙な関係―歴

史的観点から―」（翻訳）『ケベック研究』7 号、3-15 頁。  

小林順子（2016）「すぐれた伝統を受け継いだカリタス女子短期大学」『カリタス女子短期大学の 50 年を振

り返って』（50 周年記念誌）32-36 頁。 



3 

 

大石太郎（2016）「ブランサブロン紀行」『日本ケベック学会ニュースレター』7 巻 3 号、8-10 頁。 

立花英裕（2016）「リオネル・グルーと両大戦間のフランス系カナダ・ナショナリズム」『ケベック研究』8

号、26-43 頁。 

羽生敦子（2017）「ケベック州モントリオールの観光資源についての一考察」『第 32 回日本観光研究学会全  

国大会学術論文集』、357-369 頁。 

小松祐子（2017）「ケベックとカナダ他州フランコフォン共同体との関係」『ケベック研究』9 号、46-58 頁。 

大石太郎（2017）「カナダの地勢―歴史の舞台―」細川道久編著『カナダの歴史を知るための 50 章』明

石書店、20-25 頁。 

大石太郎（2017）「フランス系移民―400 年を超える歴史―」細川道久編著『カナダの歴史を知るための

50 章』明石書店、248-253 頁。 

大石太郎（2017）「イザベラ・バード著（高畑美代子・長尾史郎訳）『イザベラ・バード カナダ・アメリカ     

紀行』中央公論事業出版、2014 年」（書評）『カナダ研究年報』第 37 号、37-40 頁。 

大石太郎（2018）「メイン州北部におけるフランス系住民のアイデンティティとアカディアン・フェスティ    

ヴァル」矢ケ﨑典隆編『移民社会アメリカの記憶と継承―移民博物館で読み解く世界の博物館アメリカ

―』学文社、40-64 頁。 

大石太郎（2018）「カナダ・沿海諸州におけるアカディアンの文化と観光の発展」菊地俊夫編『ツーリズム 

の地理学―観光から考える地域の魅力―』二宮書店、72-83 頁。 

 

◆ 政治・経済・宗教・社会 

竹中豊／丹羽卓（2007）ジェラール・ブシャール『ケベックの生成と「新世界」』（監修）（立花英裕／丹

羽卓／古地順一郎他訳）彩流社。 

Bouchard, Gérard / Taylor, Charles (2008) Fonder l’avenir : Le temps de la conciliation, Rapport de la Commission 

de consultation sur les pratiques d’accommodement reliées aux différences culturelles, Gouvernement du Québec, 

310 pages (voir aussi traduction anglaise au VII-H-7). 

Bouchard, Gérard / Taylor, Charles (2008) Fonder l’avenir : Le temps de la conciliation, Rapport abrégé de la 

Commission de consultation sur les pratiques d’accommodement reliées aux différences culturelles, Gouvernement 

du Québec, 101 pages (voir aussi traduction anglaise au VII-H-8, traduction espagnole au VII-H-10, traduction 

basque au VII-H-11 et traduction japonaise au VII-H-12). 

Koji, Junichiro (2008) « Politique d'immigration : l'esprit paternaliste », Le Devoir, 7 novembre. 

丹羽卓（2008）「Québécois Nation Motion をめぐる言説とその意味」『金城学院大学論集（人文科学編）』

5 巻 1 号、51-61 頁。 

丹羽卓（2008）「ケベック･ネイションとは何か：様々な統合モデルと課題」『カナダ研究年報』28 号、19-

36 頁。 

小畑精和（2008）「多文化主義の功罪」『現代の理論』春号、明石書店、82-89 頁。 
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大石太郎（2008）「カナダのエスニック社会」山下清海編著『エスニック・ワールド―世界と日本のエス

ニック社会―』明石書店、88-93 頁。 

大石太郎（2008）「連邦残留か分離・独立か、揺れるケベック」山下清海編著『エスニック・ワールド―世

界と日本のエスニック社会―』明石書店、94-95 頁。 

陶山宣明（2008）「アイルランドとケベックのナショナリズム比較」『アメリカ・カナダ研究』26 号、107-

115 頁。  

陶山宣明（2008）「カナダとオーストラリアの連邦制での政権交代の法則―1980～2008―」『オーストラ

リア研究紀要』34 号、211-218 頁。  

竹中豊（2008）「フランス系カナダとケベック政治」 畠山圭一／加藤普章編著『世界政治叢書 I アメリ

カ・カナダ 』ミネルヴァ書房、209-227 頁。 

飯笹佐代子（2009）「マイノリティの人たち―イスラム、ユダヤ、シークの宗教的慣行をめぐって」小畑

精和／竹中豊編著『ケベックを知るための 54 章』明石書店、127-133 頁。 

飯笹佐代子（2009）「多文化社会ケベック、共存への模索―「妥当なる調整」をめぐる論争」『ケベック

研究』1 号、62-74 頁。 

飯笹佐代子（2009）「ケベックのインターカルチュラリズム―多様性の調整への模索」『国際パネルとシ

ンポジウム報告論文集 カナダ研究の軌跡：未来への展望』（日加修好 80 周年記念／日本カナダ学会創

設 30 周年記念）、日本カナダ学会、42-48 頁。 

古地順一郎（2009）「ケベック州政治のしくみ―“ケベック国家”の営み」小畑精和／竹中豊編著『ケベッ

クを知るための 54 章』明石書店、60-67 頁。 

古地順一郎（2009）「政党政治の展開―三大政党制の行方」小畑精和／竹中豊編著『ケベックを知るため

の 54 章』明石書店、68-74 頁。 

古地順一郎（2009）「ケベック・ナショナリズム―分離独立・主権から「独自の社会」へ」小畑精和／竹

中豊編著『ケベックを知るための 54 章』明石書店、75-82 頁。 

古地順一郎（2009）「国際社会のなかのケベック―対外政策と日本・ケベック関係」小畑精和／竹中豊編

著『ケベックを知るための 54 章』明石書店、106-112 頁。 

立花英裕（2009）「問い直されるケベック・アイデンティティ ケベックの町を散策しながら」小畑精和／

竹中豊編著『ケベックを知るための 54 章』明石書店、212-218 頁。  

立花英裕（2009）「多様化する文化シーン  フランコフォニーとケベック」小畑精和／竹中豊編著『ケベッ

クを知るための 54 章』明石書店、224-228 頁。 

竹中豊（2009）「アイデンティティの”危機”か”調和”か―ケベックにおける『テイラー＝ブシャール・コミ

ッション報告』の投げかけるもの―」『研究紀要 CARITAS』43 号、カリタス女子短期大学、1-13 頁。 

伊達聖伸（2010）「ケベックにおける『倫理・宗教文化』教育とライシテ」『ケベック研究』2 号、57-64

頁。 

伊達聖伸（2010）「2 つのライシテ―スタジ委員会報告書とブシャール＝テイラー委員会報告書を読む」

『宗教法』29 号、117-141 頁。 
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ガニョン、アラン=G.／古地順一郎（2010）「豊かな多文化共生社会へ向けて―ケベックの試み」辻村み

よ子／大沢真里編著『ジェンダー平等と多文化共生―複合差別を超えて―』東北大学出版会、165-190

頁。 

飯笹佐代子（2010）「ルネ・レモン『政教分離を問いなおす―EU とムスリムのはざまで』（工藤庸子／

伊達聖伸訳）青土社、2010 年」（書評）『ケベック研究』2 号、86-90 頁。 

古地順一郎（2010）「ルネ・レヴェック―ケベック人に愛された庶民派の州首相」飯野正子／竹中豊編著

『現代カナダを知るための 57 章』明石書店、234-235 頁。 

立花英裕（2010）「ライシテの行方―国民国家と 21 世紀の帝国的空間」（シンポジウム：ライシテと“多文

化主義”―ケベックとフランスからの問いかけ）『ケベック研究』2 号、79-85 頁。 

矢頭典枝（2010）「ケベック問題」『現代カナダを知るための 57 章』明石書店、241-246 頁。  

Chiasson, Guy / Koji, Junichiro (2011) « Quebec Immigrant Settlement Policy and Municipalities: Fine-tuning a 

Provincial Template », Tolley, Erin / Young, Robert (eds) Immigrant Settlement Policy in Canadian Municipalities, 

McGill-Queen’s University Press, pp. 148-191. 

伊達聖伸（2011）「宗教を伝達する学校―ケベックのライシテと道徳・倫理・文化・スピリチュアリティ」

『宗教研究』369 号、243-268 頁。 

伊達聖伸（2011）「現代ケベックの倫理・宗教文化教育―小学校の教科書の分析を通して」『ケベック研

究』3 号、25-42 頁。 

小林順子（2011）「第 2 次世界大戦中の日系カナダ人収容所の子ども達とカトリック教会」『カトリック

教育研究』28 号、30-43 頁。 

仲村愛（2011）「ケベック州『妥当なる調整』に関する試論：多文化社会における正義の観点」『教養デザ

イン研究論集』2 号、1-19 頁。 

小畑精和（2011）「講義要旨：ジャン・ボベロ氏特別講義 現代社会と宗教―ケベックのブシャール=テイ

ラー報告をめぐって」『いすみあ』3 号、135-138 頁。 

陶山宣明（2011）「バイリンガル国家カナダの行方―ケベックは留まるのか？―」『帝京平成大学紀要』

22 号、181-189 頁。 

竹中豊／飯笹佐代子／矢頭典枝（2011）ジェラール・ブシャール／チャールズ・テイラー『多文化社会ケベ

ックの挑戦』（翻訳）明石書店。 

Bouchard, Gérard (2012) L'interculturalisme. Un point de vue québécois. Montréal, Boréal, 286 pages (voir aussi 

traduction anglaise au VII-H-15). 

飯笹佐代子（2012）「多文化共生社会 マイノリティ文化との『妥当なる調整』」飯野正子／竹中豊編著『カ

ナダを旅する 37 章』明石書店、148-153 頁。 

古地順一郎（2012）「モントリオール さまざまな立場で見つめた国際都市」飯野正子／竹中豊編著『カナ

ダを旅する 37 章』明石書店、107-114 頁。 

古地順一郎（2012）「ケベックにおける移民・文化的マイノリティとその統合政策―政府行動計画実施委

員会（1981-1984 年）を中心に―」『ケベック研究』4 号、72-89 頁。 



6 

 

仲村愛（2012）「国民統合と多文化主義：カナダ多文化主義を事例として」『社会科学研究所紀要』50 号

2 巻、337-355 頁。 

仲村愛（2012）「ケベック州『和解』の原理：ブシャール=テイラー報告を読む」『ケベック研究』4 号、

90-106 頁。 

丹羽卓（2012）アラン=G.・ガニョン／ラファエル・イアコヴィーノ『マルチナショナリズム：ケベックと

カナダ・連邦制・シティズンシップ』（監訳）（古地順一郎他訳）彩流社。 

丹羽卓（2012）「ジェラール・ブシャール、チャールズ・テイラー（編）『多文化社会ケベックの挑戦』（竹

中豊、飯笹佐代子、矢頭典枝訳）明石書店、2011 年」（書評）『ケベック研究』4 号、137-141 頁。 

小畑精和（2012）「多文化共生論の幻想」『現代の理論』春号、169-175 頁。 

陶山宣明（2012）「カナダの政治文化の地域性―移民の果たしたもう一つの役割―」『帝京平成大学紀

要』23 巻（1）、99-107 頁。  

矢内琴江（2012）「ケベックの第三波フェミニズムについて」『女性空間』29 号、108-121 頁。 

Bouchard, Gérard (dir.) (2013) National Myths: Constructed Pasts, Contested Presents. New York, Routledge, 306 

pages. 

Bouchard, Gérard (2013) « Qu’est-ce que l’interculturalisme ? Une perspective québécoise et internationale », Peace 

and Culture, vol. 5, no 1, mars, p. 3-13 (traduction japonaise de VII-B-283). 

ブシャール、ジェラール（2013）「基調講演＜インターカルチュラリズム＞とは何か―ケベック、そして

グローバルな観点から」青山学院大学国際交流共同研究センター編『多文化社会の課題と挑戦 インタ

ーカルチュラリズムの可能性』（国際シンポジウム報告書）2-8 頁。 

伊達聖伸（2013）「ライシテのアプローチによる倫理・宗教文化教育と間文化主義（アンテルキュルチュラ

リスム）の精神」日本ケベック学会日ケ交流 40 周年事業編集委員会『遠くて近いケベック』御茶の水書
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